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１．はじめに 

 ラウンドアバウトマニュアル 2021[1]によると、我が国においてラウンドアバウトの導入は、2014年に

道路交通法が改正されて感情交差点が規定されて以来、2021 年 3 月末時点において全国 40 都道府県の

計 126 箇所が指定されており、現在も各地で設置検討が行われている。現在、個別のラウンドアバウト

の導入において交通流への影響評価は設計段階で十分に行われているが、今後広域にわたってラウンド

アバウトが多数整備された場合の、地域交通流全体に与える影響を評価する手法が必要である。よって

本研究は、広域道路網交通流シミュレーションに適用可能なラウンドアバウトモデルの構築を目的とす

る。本稿では、動的交通流を再現するmesoscopicな交通シミュレーションモデルを想定し、環道への流

入容量制約による交通流制御を行う方式を提案し、動作検証（Verification）を行った結果を紹介する。 

 

２．適用対象の交通流シミュレーションモデル 

 ラウンドアバウトモデルの構築にあたっては、実装先の交通流モデルの特性に合わせた仕様である必

要がある。本研究においては、関東圏レベルの範囲でシミュレーションが可能な交通流シミュレーショ

ンモデル SOUND[2]への適用を念頭に構築を行う。SOUND は、交通流率と密度の関係（FD：

Fundamental Diagram）および衝撃波理論に従って 1台 1台の車両の移動、待ち行列を FIFO条件下で

管理しながら交通流を再現するモデルである。加えて経路選択モデルを内包し、各車両は道路状況に応

じて選択経路を変更する。SOUNDにおいては、FDおよびリンク下流の流出容量パラメータを基にボト

ルネック交差点を表現し、交通流（待ち行列や旅行時間等）の再現している。一方、ラウンドアバウトに

おいても、環道へ流入する設計交通量を基に、交通処理が可能な仕様を検討し、設計を行う。このことか

ら、ラウンドアバウトの導入検討時に適用される流入部の交通容量算出式を基に、SOUND 内において

も交差点への流入交通流量を利用してリンクからの流出容量を制御する方式でモデル化を行う。 

 

３．ラウンドアバウトモデルの構築 

 ラウンドアバウトモデルにおいては、交通流シミ

ュレーションの入力データとして一般に利用され

ている道路地図データの構成を前提に構築を行う。

図 1 に想定される道路形状タイプを示す。道路ネ

ットワークは基本的に交差点を示すノード、交差点

間の道路区間を示すリンクで構成されている。本研

究においては、まず単一ノード型の前提で、環状交      図 1 想定される交差点形状 



差点内の通過交通量（各流入部正面上流断面の

環道交通量）に応じて、流入部の交通容量を変化

させる方式とする。流入部の交通容量（流入リン

ク部の流出容量）は、ラウンドアバウトマニュア

ル 2021 に記載された流入部の交通容量算出式

を適用する。交通容量に入力する環道交通流に

ついては、各方面の流出方向のうち、流入部前を

通過する流出方向の交通量のみを選定して算出

した。図 2に環道交通量の集計対象を示す。       図 2 環道交通量の集計対象 

 

４．モデル検証 

 ここで、構築したモデルで計算された入流路

の交通容量が理論値どおりとなっているかを検

証した。本研究では、1つのノードで構成された

単一交差点の十字路をモデル化し、ある 1 方向

の流入路について着目する。各流入路への需要

を増加させていき、検証対象の流入路前の環道

交通量が最大 1200 台/時になるように条件設定

し、検証対象の流入路前で設定された交通容量が        図 3 動作検証結果 

交通容量算出式で算出された理論値と整合しているかを確認した。図 3 に検証結果を示す。シミュレー

ション結果から、環道交通量の集計と交通容量算出式に従って容量制約が正しく行われていることが示

された。 

 

５．今後の展開 

 本稿では、広域道路網交通流シミュレーション向けラウンドアバウトモデルの構築について報告した。

今後は、都道府県レベルの広域現況再現モデルを構築し、一定の適用条件に適合する無信号交差点や信

号制御交差点をラウンドアバウトにした際の交通流への影響について評価を行っていく方針である。ま

た、本モデルで再現した状況を仮想空間（メタバース）上へ展開し、効果・影響への理解を深める可視化

手法についても研究しており、今後実証実験を通じて有効性を評価していく予定である。 
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